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の晉の恵公の「烝」と、楚の事例の間には約五〇年の開きがあり、年代が大きく離れている。第二に、他 四つの「烝」事例が公室の婚姻関係であったのに対し、楚 襄老・黒要は父子ともに楚の一臣下である。 「烝」された女性についても、他の事例では国君や太子の妻であるのに対して、夏姫は大夫・夏御叔 未亡人であっ 。このような楚の「烝」の特殊性は、何に起因し いるのだろうか。　
楚での夏姫の動向については『国語』や『史記』にも見え、夏姫
の処遇を巡って楚王やそ 臣下達が争うという点は共通している。しかし、 『国語』楚語上の場合、
莊王既以夏氏之室賜申公巫臣、則又畀之子反、卒于襄老。襄老死于邲、二子爭之、未有成。恭王使巫臣聘于齊、以夏姬行、遂奔晉。莊王、既に夏氏の室を以て申公巫臣に賜わんとし、則ち又た之を子反に畀えんとし 卒に襄老に于いてす。襄老、邲に死し、二子、之を爭い、未だ成有らず。恭王、 をして齊に聘せしむるも、夏姬 以 て行き、遂に晉に奔る。
とあり、夏姫が襄老の妻となった点は『左伝』と同じだが、夏姫と黒要の「烝」関係には言及がない。また『史記』の場合、夏姫が楚に来る原因となった楚の陳攻撃につ ては巻四〇楚世家荘王一六年に、楚における夏姫を巡る争いについては巻三九晉世家景公一一年条に見えるが、夏姫 黒要の「烝」 関する記述や、荘王や子反らの対立を経て、夏姫が襄老の妻となったことは見えない。　
これに対して、 「烝」という表現ではないが、 『左伝』以外に唯
一、夏姫と黒要の関係 言及している伝世文献が、前漢の劉向『列女伝』孽嬖伝陳女夏姫篇の以下の記述である。
莊王見夏姬美好、將納之。申公巫臣諫曰、 「不可……」 。王從之、使壞後垣而出之。 軍子反見美、又欲取之。巫臣諫曰、「是不祥人也……」 。子反乃止。莊王以夏姬與連尹襄老。襄老死於邲、亡其尸。其子黑要又通於夏姬。莊王、夏姬の美好なるを見、將に之を れんとす。申公巫臣、諫めて曰く、 「不可なり……」と。王、之に從い、後垣を壞ち
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あり、 「烝」という表現でこそないが、 『左伝』や『列女伝』と同じくその言及がある。 「繋年」第一五章が全体を通して伝世文献との事実関係に異同 多いこ を踏まえると、 「繋年」が書写されたとされる戦国時代中期の時点で、夏姫が黒要の妻となったことを「黑要也又室少
」と記述する、 『左伝』などとは異なる系統の史料が
存在したか、あるいは原史料の時点で「烝」と表記していたもを、何らかの理由で「繋年」編者 このような形に改めた いう二つの可能性が考えられ 。　
以上のように、楚の黒要と夏姫の関係を「烝」と表記する例は、








含む呼称であった可能性 あ 。晉の恵公の「烝」関係は後者の例であり、 『左伝』僖公一五年に次のように見える。













妻ではあるものの、宣姜は昭伯と同世代であった可能性が高い。献公が「烝」した斉姜も 『史記』晉世家は斉 桓公の公女とし 仮にこれに従えば、献公 父・武公に比べて非常に若か と考えられる。また、諸侯が数世代に渡って同じ国と通婚す こ は当時一般的なため、献公と太子申生 二代続けて賈 を娶 自体は、十分にあり得るこ あっ 。　
さらに、賈君の処遇について、当時すでに秦に嫁していた穆姫が



























































のもとへ行ったと説明する。 「歸」は「帰る」や「嫁ぐ」などいくつか解釈があり得るため、紀叔姫が夫の弟と再婚したと断定は出来ず、 『公羊伝』もこれを「烝」とはしていないが、夫の死後に妻が弟の元へ行くという行動自体は「烝」に類似して る。年代についても、衛・晉で「烝」関係が見られる時期と重なっ おり 春秋初期、諸侯の妻がその後継者の保護下に置かれるよう 習慣が存在したことが窺える。　
ただ、 『左伝』はこの事件についてあまり詳しく記述していない。















































斉の血を引く幼君の後見人 、先君 妻の間の関係と う点で、昭伯の「烝」と慶父の「通」 実は く似ている。このような類似した状況における斉の対応 違 は、 「烝」 うな関係 在り方が、春秋社会 いて 単なる婚姻習慣 とどまらず、政治 な要素を多分に含んだものであったことを示すもの 言え 。　
なお、荘公の後継者争いには、叔嫂間の関係とみられるものがも
う一例ある。 『左伝』閔公二年には、
成季之將生也、桓公使卜楚丘之父卜之、曰、 「男也。其名曰友。在公之右、間于兩社、爲公室輔。季氏亡則魯不昌」 。又筮之、遇大有之乾。曰、 「同復于父、敬如君所」 。及生、有文在其手。曰「友」 。遂以命之。……成風聞成季之繇、乃事之而屬僖公焉。
故成季立之。成季の將に生まれんとするや、桓公、卜楚丘の父をして之を卜せしむ。曰く、 「男なり。其の名を友と曰う。公 右に在り、兩社に間まり、公室の輔と爲らん。季氏、亡びば則ち魯は昌えざらん」と。又た之を筮し、大有の乾に之くに遇 曰く、「同じく父に復る。敬せらるること君所の如くならん」と。生まるるに及び、文の其の手に在る有り。曰く、 「友」と。遂に以て之に命ず。……成風、 繇 聞き 乃ち之に事えて僖公を屬す。故に成季、之を立つ









したが、後に閔公が殺されると、成風に「屬」された僖公を擁立している。 「事」が、 「烝」や「通」のような男女関係であったかは不明だが、公子の後見役と先君の妻の間で結ばれる政治的要素を持た関係という点では 哀姜 子慶父 関係や、衛の宣姜と昭伯の「烝」関係などと似た側面を有してい 。（四）周王の后の「通」　もう一例の『左伝』の叔嫂間の「通」事例は、 『左伝』僖公二四
年に、







に洛邑を攻撃させるという事件を起こし、これを受け 襄王に討伐されて斉へ出奔してい 。 二二 三八
（、昭公は周に呼
び戻 たが、後ろ盾であった母はすでに亡くなっており、昭公が隗氏と「通」じたのはその二年後のことだった。隗氏 「通」事件の起きた僖公二四年に襄王に嫁いだ狄出身の女性で、昭公と「通」じた後は、狄の軍が昭公を支援するなど、重要な後援者となった。このような背景を踏まえると、昭公が隗氏に「通」じ のは 王室内での新しい庇護者 必要とし めであったのだろう。　「通」という関係は、事例自体は『左伝』に数多く見えるものの、当事者の関係性が非常に多様なため一括り して述べる事が難しい。ただ、 「烝」のよう 夫の死後の再婚であっ も、慶父と哀姜の関係のように「通」とされる例が存在してい ことから 少 くとも哀姜などの時代までは、 「烝」と「通」 間には一定 区別が存在し、 「烝」は「通」とは一線を画す関係を指すもの たと考えられる。（五）衛の大叔遺と孔姞　これまで見てきた事例とは年代が大きく離れているが、哀公一一
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二七
年（前四八四（の衛の大叔遺と孔姞の関係も、兄の夫人が弟に再嫁した事例である。 『左伝』哀公一一年には、
冬、衞大叔疾出奔宋。初疾娶于宋子朝、其娣嬖。子朝出、孔文子使疾出其妻而妻之。疾使侍人誘其初妻之娣、寘於犁而爲之一宮、如二妻。文子怒、欲攻之 仲尼止之。遂奪其妻。或淫于外州、外州人奪之軒以獻。恥是二者、故出。衞人立遺、使室孔姞。冬、衞の大叔疾、宋に出奔す。初め 宋の子朝に娶り の娣、嬖せらる。子朝出づるや、孔文子、 をして其の妻を出さしめて之に妻わす 疾、侍人をして其の初めの妻の娣を誘い、犁に寘き 一宮を爲り の如く 文子怒り、之を攻めんと欲す。仲尼、之を止む。遂に其 妻を奪う。外州に淫すること或り。外州の人 が軒を奪い以て獻ず。是 二者を恥じ、故に出ず。衞人、遺を立て、孔姞を室とせしむ




























とあり、陳嬀の産んだ子華が会盟に参加している。この会盟は鄭を攻めるためのもので、子華は諸侯たちの説得のために送り込まれた。このことから、子華は僖公七年時点でそのような会盟に参加可能な年齢で、少なくと そ 一〇年以上前には生まれていたと考えて良いだろう。よって、文公が陳嬀を「報」じたのは、鄭子が殺された荘公一四 以降 文公が即位する荘公二一 （前六七三（或はそこから数年後のど かの時点 考えられる。それでは、文公はなぜこの時期に叔父の妃を「報」じる必要があったのだろうか。　
ここで、文公以前の鄭の






































陰謀が露見 出奔した 、 ちに大夫傅瑕の手引きで鄭に帰国して再び即位した。当時の鄭子と厲公に対する大夫ら 認識については、 『左伝』荘公一四年に厲公と大夫原繁 次のような対話が見える。
使謂原繁曰、 「……上大夫之事、吾願與伯父圖之。且寡人出、伯父無裡言、入 又不念寡人。寡人憾焉」 。對曰、 「先君桓公命我先人、典司宗
祏。社稷有主、而外其心、其何貳如之。苟主
社稷、國内之民、其誰不爲臣。臣無二心、天之制也。子儀在位十四年矣。而謀召君者、庸非二乎 莊公之子猶有八人。若皆以官爵行賂、勸貳 可以濟事 君其若之何 …」 。原繁に謂わしめて曰く、 「……上大夫の事、吾れ願わくは伯父と與に之を圖らん。且に寡 出でしとき、伯父 裡言無く 入るや、又た寡人を念わず。寡人 焉を憾む」と。對えて曰く、「先君桓公、我が先人に命じ、宗
祏
を典司せしむ。社稷に主有
りて、其の心を外 せば、其れ何の か之に如かん。苟も社稷を主れば 國内の民、其れ誰か臣爲らざらん。臣 二心無は、天の制なり。子儀 位 在ること十四年なり。而るに君を召くを謀るは、庸ぞ二に非ざらんや。莊公の子 猶お八 有
り。若し皆な官爵を以て賂を行い、貳を勸めて以て事を濟す可くんば、君、其れ之を若何せん……」と。














とあるように、昭公は、周の人質となっていた太子時代に陳の桓公の娘を娶っている。昭公と同じく祭仲に支持されてい 鄭 も陳の女性を妃とし、即位以前には陳に身を寄せている。しかし、陳側からすれば、陳侯自ら婚姻を求めた昭伯も、同じく公女を嫁がせも、厲公との対立の結果殺されている。このような陳と厲公の関係を踏まえると、昭公や鄭子と対立した厲 の子である文 が陳嬀を「報」じることには、対陳政策としての側面も窺われる。　
文公の「報」については他にも論ずべきことが多いが、少なくと














前（（（～前（（（年 『左伝』桓公（（年（前（（（） 衛の宣公と夷姜 衛 夷？
父・荘公の妾
（又は媵？） 烝
前（（（年頃 『左伝』閔公２年（前（（0） 衛の昭伯と宣姜 衛 斉
兄の妻として嫁したが、
父・宣公が「取」った妻 烝
前（（0～前（（（頃 『左伝』宣公３年（前（0（） 鄭の文公と陳嬀 衛 陳 オジ・鄭子の妃 報
前（（（年 『公羊伝』荘公（（年（前（（（） 紀侯の弟と叔姫 紀 魯 兄の夫人の媵 帰
前（（（年以前？ 『左伝』荘公（（年（前（（（） 晉の献公と斉姜 晉 斉 父・武公の妾 烝
～前（（0年 『左伝』閔公２年（前（（0） 魯の公子友と成風 魯 須句 兄・荘公の妾 事
～前（（0年頃 『左伝』閔公２年（前（（0） 魯の公子慶父と哀姜 魯 斉 兄・荘公の夫人 通
前（（0年 『左伝』僖公（（年（前（（（） 晉の恵公と賈君 晉 賈 異母兄・太子申生の夫人 烝
前（（（年 『左伝』僖公（（年（前（（（） 周の王子帯と隗氏 周 狄 兄・襄王の后 通
前（（（年 『左伝』成公２年（前（（（） 楚の黒要と夏姫 楚 鄭
父・襄老が楚王から与え
られた妻 烝
前（（（年 『左伝』哀公（（年（前（（（） 衛の大叔遺と孔姞 衛 衛 兄・大叔疾の妻 室










くなった際 後継者選びの議論の中に、興味深い論争がある。当時、襄公 嫡子（霊公（ まだ幼く、大夫たちは襄公の兄弟から次の国君を選ぼうとし、趙盾 趙孟（が推薦する公子雍と、賈季（狐射姑（が推す公子楽が候補に挙がった。この時の議論につ て『左伝』文公六年には、
八月乙亥、晉襄公卒。靈公少、晉人以難故欲立長君。……賈季曰、 「不如立公子樂。辰嬴嬖於二君。立其子、民必安之」 。趙孟曰、 「辰嬴賤、班在九人 其子何震之有 且爲二嬖、淫也。爲先君子 不能求大、而出在小國、辟也。母淫子辟、無威。陳小而遠、無援。將何安焉……」 。八月乙亥 晉の襄公 卒す。靈公少く、晉人、難の故を以て長君を立てんと欲す。……賈季曰く、 「公子樂を立つるに如かず。辰嬴、二君に嬖せらる 其の子を立つれば、民 必ず之を安んず」と。趙孟曰く、 「辰嬴、賤にして、班は九人在り。其の子、何の震か之れ有らん。且つ二嬖と爲るは、淫なり。先君の子爲るも、大を求むる能わずして、出でて小國 在るは 辟なり。母の淫にして子の辟なれば、威無し。陳は にして遠 援無し。將に何ぞ安ぜん……」と。







同一人物であるか ついては議論もあるが、少なくともこの時文公に嫁いだ女性の一人が辰 で、文公六年の記述から、おそらく懐嬴の媵としてその姉妹も懐公の妻となっていた。特殊な状況で あるが、これも先君の妻とその後継者が再婚した事例 言える　
文公六年の議論において、辰嬴の地位に対する賈季と趙盾の見方
は全く対照的である。賈季が「嬖於 君」を国の安定 めに有益な事柄として肯定的に捉え いるのに対し、趙盾は、これを「淫」として否定し、そこには女性の再婚や 烝」 ・ 「報」 ような関係とは相容れ い倫理観が窺える。　
ただ、春秋時代前半の時点では、妻の親族が主導する再婚が珍し
くないなど、再婚自体 必ずしも問題視され おらず、趙盾の考え方は本来普遍的なものではなかった可能性が高い。超盾 賈季の論争から 、この時期は婚姻に関わる倫理観が変化する過渡期 見られ、僖公年間以降に「烝」や叔嫂婚 ど「嬖於二君」 該当す であろう関係が見られ く るこ 背景の一つとして、このような倫理観の変化があったのだろう。





事例と「烝」との比較を通して、そのような婚姻関係の春秋時代における位置づけについて検討した。 「烝」は、基本的には父の妻を子が娶る、あるいは兄の妻を弟が娶るものであり 要する 先君妻を後継者が娶る婚姻関係であった。これと類似した関係として、叔嫂婚や「通」の があり、これらの中には、その政治的役割が「烝」と類似した例も見られた。 『左伝』宣公三年の鄭の文公の「報」も、国君の地位が不安定な時期に対立勢力との融和を実現し、文公の地位を安定するために必要とされた婚姻関係 考えられ、やはり「烝」とよく似た関係であっ 。　「烝」や「報」 、叔嫂婚や「通」の事例は春秋時代前半に集中しており、僖公年間を最後にほとんど記録に見えなくなる。また、そ後の文公六年には、かつて二例 「烝」関係が認められた晉 おて、 「嬖於二君」が批判されるという事態が生じている。　本稿で最初に取り上げた楚の夏姫の「烝」関係が発生したのは、































































　『左伝』僖公二三年に「秦伯納女五人、懷嬴與焉。奉匜沃盥、既而揮之、怒曰、 「秦・晉匹也、何以卑我」 。公子懼、降服而囚」 ある これについては『国語』晉語四にも記事が見えるが、この事件の後、改めて正式に納幣し 懐嬴を娶ったとしている
